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(1) 国営公園の概要

国営公園とは、国が設置する公園または緑地で、都市公園法第 2条第 1項第二号

(イ)に該当するいわゆる「イ号公園」、(ロ)に該当するいわゆる「ロ号公園」があ

る。

図 1.1 国営公園の分布（平成 22 年度末現在）

１．事業の概要

都市公園法第 2条第 1項第二号

(イ) ひとつの都府県の区域を越えるような広域の見地から設置する都市

計画施設である公園又は緑地

(ロ) 国家的な記念事業として又は我が国固有の優れた文化的遺産の保存

及び活用を図るため閣議の決定を経て設置する都市計画施設である

公園又は緑地

（参考）【国営公園と国民公園、国立公園の違い】

国営公園：都市公園法に基づき国土交通省が所管する都市公園で営造物公園

国民公園：環境省が管理する営造物公園

国立公園：自然公園法に基づき環境省が所管する自然公園

国営越後丘陵公園は、イ号公園に該当し、本州日本海側唯一の国営公園である。
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(2) 公園の位置

1) 広域的な位置づけ

国営越後丘陵公園は、北陸地方

の広域レクリエーション需要に

対応するため事業化された、全

国で供用している17箇所の国営

公園（平成 22 年度末現在）のう

ち、本州日本海側唯一の公園で

ある。

新潟県の中央部、長岡市西部

の標高 80～260ｍの丘陵地帯に

広がり、市の中心市街地より約

13km、関越自動車道長岡ＩＣよ

り 6km、国道 8 号より 3km と県

内・県外からのアクセス条件に

恵まれている。

2) 周辺施設及び道路網との関係

国営越後丘陵公園の周辺には、県立歴史博物館、雪国植物園などの観光施設が多

数立地しており、今後の整備計画として公園隣接地に長岡市の運動公園、火焔土器

の発見で著名な遺跡を活用した公園や県立動物愛護施設などが予定されている。

また、公園周辺は高速道路や幹線国道が整備され利便性に優れているが、今後の

長岡東西道路（地域高規格道路）の整備並びに県道のバイパス整備により、南入口

へのアクセス向上が期待できる。

長岡南越路スマート IC

図 1.2 広域位置図

図 1.3 国営越

後丘陵公園周辺

施設位置図

馬高三十稲場遺跡
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(3) 事業の目的

1) 基本理念

国営越後丘陵公園では、変化に富む地形、様々な動植物が生息する森、澄んだ

水、そして冬の銀世界などの恵まれた自然環境を生かした“里”（恵みの森）を広

く人々に提供することによって、ゆとりある未来へ向けての人間性の回復と新た

な文化の育成に寄与することを目標としている。

ここでは、人々が自然とのふれあいを求めて奥山へ向かう、その流れを“里”

で受けとめ、恵みの“天”に学び、感性を呼びさます“地”に学び、そして“人”

と集うことによって人と自然と文化が融合する“環境”を創り出そうとすること

を基本理念としている。

2) ５つの基本方針

１．恵まれた自然資源の保全と活用
ゆるやかな丘陵地、変化に富む気象条件下から生まれた豊富な植物相、多彩な四季の移

り変わり、こうした恵まれた自然資源・資質を大切にしつつ、人と自然、人と人とのふれ

あいの場を積極的に提供する。

さらに、身近な「里山」の資源としての雪の活用を図り、雪に親しむ北陸・雪国ならで

はの公園とする。

２．多様なレクリエーション需要への対応
広大な敷地、豊かな自然を背景に、自然とのふれあいを基調とした様々なレクリエーシ

ョン活動の場を提供する。

また、レクリエーションの活発化と多様化傾向を踏まえて、日帰り型レクリエーション

はもとより、宿泊型レクリエーションにも対応できるような施設整備を行い、北陸地域を

代表する中核的な公園とする。

３．通年利用を可能に
雪国には「彩り豊かな四季の変化」の美しさがある。気象条件の厳しい冬には「暖の起

点」としての役割を担う避寒型の空間を整備し、四季を通じて気候に左右されず、いつで

も、だれでもが気軽に利用できる公園とする。

４．古き文化の継承と新しき文化の育み
北陸の自然や歴史・風土のなかで培われた文化・産業について体験的に学び、育む活動

の導入を図る。

また、北陸の自然や文化の独自性を高めた特色のある公園とする。

５．地域社会との交流を深め地域に貢献
地域社会との交流が年とともに深まりゆくような活動や運営を行い、本公園の存在が、

雪国・北陸に住む人々の地域に対する意識・愛着の高揚の場となるよう努める。

※国営越後丘陵公園基本計画（平成 2年 7月）より
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(4) 事業概要及び経緯

●事 業 化：平成元年度 ●全 体 面 積 ：約 400ha

●都市計画決定：平成 2年度 健康ゾーン：120ha（全供用）

●用地買収着手：平成 2年度 野生ゾーン：180ha（34ha 供用）

●工 事 着 手 ：平成 3年度 文化ゾーン：100ha（未供用）

●供 用 開 始 ：平成 10 年度 ●現況供用面積：約 154ha

表 1.1 国営越後丘陵公園整備事業の経緯

年度 主な経緯

昭和 55 年度 北陸地区大規模公園整備計画調査開始

昭和 62 年度 長岡地区を事業化候補地に決定

平成元年度 事業化

平成 2年度 国営越後丘陵公園基本計画策定、都市計画決定、用地買収開始

平成 3年度 工事着手

平成 10 年度
国営越後丘陵公園整備プログラム公表、健康ゾーン一部開園（29.0ha）、
事業再評価【継続】

平成 12 年度 野生･文化ゾーン実施基本計画策定

平成 15 年度 国営越後丘陵公園整備プログラム公表、健康ゾーン全区域開園（119.6ha）

平成 18 年度 文化ゾーン実施基本計画見直し

平成 19 年度 里山フィールドミュージアム一部開園（20ha）

平成 20 年度
里山フィールドミュージアム追加開園（9ha）、総合センター開所（1.5ha）
国営越後丘陵公園整備プログラム公表、事業再評価【継続】

平成 21 年度 里山フィールドミュージアム追加開園（5ha）

3 つのゾーンと開園状況

国営越後丘陵公園は、「健康ゾーン」「野生ゾーン」「文化ゾーン」と大きく 3 つ

にゾーニングされ、そのうち最も北側に位置する健康ゾーンから整備を開始した。

【健康ゾーン】[開園面積：120ha]

健康ゾーンは、外周 1km の芝生広場「緑の千畳敷」を中心に、世界で初めて香

りのタイプ別に植栽した「香りのばら園」や多彩な遊具類、各種イベントが開催

可能な屋内施設などを整備。また北陸・雪国の特徴を生かし、冬季のレクリエー

ション活動にも対応している。

【野生ゾーン・文化ゾーン（里山フィールドミュージアム）】[開園面積：34ha]

野生ゾーンは、樹林密度の管理や棚田湿地環境の再生といった整備により、越

後の里山の生きものや景観とのふれあいを楽しむことができる。このような自然

環境を活かした観察や散策に主眼を置きつつ、将来的には文化ゾーンでの活動が

主となる農作業などの体験プログラムも小規模ながら試行的に実施している。
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緑の千畳敷

香りのバラ園

図 1.5 国営越後丘陵公園の 3つのゾーン

里山フィールドミュージアム
雪国越後の里山を復元し、自然資源を活かした様々な体験学習の開催や雪国の里山情報の発

信を行う。かつての雪国里山の暮らし体験と、自然に優しいこれからのライフスタイルの体験の場

を提供していく。

野生ゾーン
現況の植生・地形を保全しつつ、自然生態

を観察・学習・体験できるゾーン。

文化ゾーン
敷地の地形・水・緑を活用し、北陸の自然や

歴史・風土をもとに体験活動を行うゾーン。

※里山フィールドミュージアムについて

野生ゾーンと文化ゾーンは、「野生・文化ゾーン実施基本計画」（平成 12 年度）において、

里山フィールドミュージアムとしての一体的な整備が位置づけられている。

平成 10～15 年度に概成

平成 19～21 年度に

一部開園
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(5) 事業の進捗状況等

国営越後丘陵公園整備事業は平成 22 年度末現在、事業費ベースで 82％の進捗

をみている。

本公園の 3 つのゾーンのうち、健康ゾーンは平成 15 年度に概成（119.6ha）。

里山フィールドミュージアムの野生ゾーンは平成 19～21 年度に一部開園

（34ha/180ha）、平成 24 年度での概成を目指している。

引き続き、未供用の文化ゾーンの整備を進め、公園全体の概成を平成 30 年代

前半と見込んでいる。

表 1.2 事業の進捗状況

全 体 執行済額 残事業費 進捗率

事業費 570 億円 466 億円 104 億円 81.7％

うち用地費・補償費 150 億円 149 億円 1 億円 99.3％

※維持管理費は含まない。全体事業費は事業計画額であり、執行済額は平成 22 年度末現在。

事業費は、開園した平成 10 年度をピークに平成 16 年度まで減少傾向、平成 17

年度から平成 19 年度まで横ばい傾向、その後平成 22 年度まで再び減少傾向で推

移している。また、維持管理費は開園時から平成 18 年度まで同水準であったが、

平成 19 年度の里山フィールドミュージアム一部開園に伴い、同年度からわずか

に増えている。
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(6) 公園の利用状況

国営越後丘陵公園の入園者数は着実に伸び続けており、平成 20 年度には初めて

40 万人/年を突破、その後も着実に年間入園者数は増加している。平成 22 年 8 月

14 日には累計 400 万人に達し、100 万人入園に要する期間は確実に短縮している。

図 1.7 年間入園者数の推移

過去 3 か年での月別入園者数をみると、多くの花が観賞できる 5～6 月及び 10

月のほか、夏休み期間でイベントも多い 8月に入園者が多い。最も多い 5月には

約 8.4 万人が入園している。冬季についても、各種メニューの充実により近年で

は月 2万人程度の入園が見込まれる状況となっている。
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(7) 今後の整備予定

今後の整備においては、社会のニーズや利用者の声などを踏まえながら、雪国

という地域性を活かした、安全で魅力あるレクリエーション拠点の充実を図って

いく考えである。

健康ゾーンでは、魅力や利便性の向上を意図した施設のリニューアルを図る。

野生ゾーンでは、環境に関する学習･情報発信の拠点施設「里山自然館」や園

路･樹林地などの整備を進める。

未供用の文化ゾーンについては、循環型の暮らしを営んできた里山の生活文化

を、様々な体験活動を通じて後世に継承していく場と設定している。平成 18 年

度には、社会情勢の変化、学識者等の意見を踏まえ実施基本計画の見直しを行い、

地形の改変や施設の整備を必要最小限に留める計画として進めている。

表 1.3 文化ゾーン実施基本計画見直し（平成 18 年度）概要

当初計画（H12 策定） 現計画（H18 見直し）

沢の造成、吊り橋、果樹林 整備中止

研修館 宿泊機能の導入中止（整備中止）

広大な草地のレクリエーション広場や既存林

を活用したピクニック園地、大規模な花畑
規模縮小

古民家の移築など建築施設 統合･縮小（8棟→3棟）

＊これらの見直しにより、全体事業費を 600 億円から 570 億円に縮減！

図 1.9 今後の整備予定（平成 23 年度以降）

※事業費は平成23年度

以降の残事業分

里山フィールドミュージアム

健康ゾーン

あじさい園改修

緑陰の増設

バリアフリー対策

事業費：約 11 億円

野生ゾーン

里山自然館

園路・樹林地整備

体験学習・休憩施設

事業費：約 7億円

文化ゾーン

休憩施設

体験工房施設

広場・田畑・花壇・駐

車場・調整池・

園路整備

事業費：約 86 億円
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図 1.10 文化ゾーン整備計画イメージ

＜文化ゾーンの整備について＞
＜＜文化ゾーン整備の基本的方針＞＞

里山の暮らしと循環型ライフスタイルの

体験活動・創造の場

＜＜実施段階における検討＞＞

今後の実施段階においては、大規模な地形改変の抑制や新技術の活用によるコスト

縮減、さらに建築物の規格及び構造の見直し等により、更なる事業費の縮減について

検討を行っていく。

（めぐみの原区整備イメージ） （越の林区整備イメージ） （越の花里区整備イメージ）

【めぐみの原区】：29.5ha
・園路広場工（多目的、芝生広場など）････ 3.1 ha

・植栽修景工（庭園、花壇など）･･････････ 6.4 ha

・休憩施設 ･････････････････････････････ 1 棟

【めぐみの森区】：33.5ha
・園路広場工（多目的、芝生広場など）････ 2.3 ha

・植栽修景工（庭園、花壇など）･･････････ 8.6 ha

【越の林区】：29.0ha
・園路広場工（多目的、芝生広場など）････ 2.4 ha

・植栽修景工（庭園、花壇など）･･････････ 2.8 ha

・林の体験工房（研修施設）･･････････････ 3 棟

【越の花里区】：8.0ha
・園路広場工（多目的、芝生広場など）････ 1.9 ha

・植栽修景工（庭園、花壇など）･･････････ 0.6 ha

・耕作地 ･･･････････････････････････････ 2.2 ha

・越の文化館（文化情報展示施設）････････ 1 棟

表 1.4 文化ゾーンの施設構成（総面積 100ha）※小規模施設を除く
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国営越後丘陵公園基本計画（平成 2年度策定）で定めた公園整備の 5つの基本

方針をふまえ、公園整備並びに各種取り組みによる効果を整理した。

表 2.1 計画の基本方針と必要性・効果の項目

5 つの基本方針※ 公園整備及び取り組みによる効果の項目

恵まれた自然資源の

保全と活用

A 里山環境の保全と活用

■A-1. 多様な動植物の保全

■A-2. 里山環境の維持・管理

多様なレクリエーシ

ョン需要への対応

B 多様なレクリエーション空間の提供

■B-1. 広域レクリエーション需要への対応

■B-2. 誰もが利用しやすいレクリエーション空間の提供

通年利用を可能に

C 雪の活用と冬季レクリエーション空間の提供

■C-1. 雪の活用

■C-2. 避寒型空間の整備

古き文化の継承と新

しき文化の育み

D 地域固有の自然や文化を学ぶ場の提供

■D-1. 里山の自然を活かした教育プログラムの実施

地域社会との交流を

深め地域に貢献

E 地域社会との連携

■E-1. 地域と連携した運営管理

■E-2. 地域活性化の取り組み支援

■E-3. 広域防災活動の支援

※国営越後丘陵公園基本計画（平成 2年 7月）

２．事業の必要性・効果
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A-1. 多様な動植物の保全

国営越後丘陵公園内では、平成 12 年度から 19 年度にかけての調査で、112 科

481 種の植物種（うち、国のレッドデータブックで絶滅危惧ⅠＢ類指定 10 種）、

194 科 614 種の動物種（同 10 種）が確認されている。

これら多様な動植物の生息する里山環境を保全するため、地形の改変を極力抑

えた園路整備や、水生生物の生息環境を保全する多自然型の川づくりなど、環境

に配慮した施工に取り組んでいる。

A-2. 里山環境の維持・管理

里山環境の育成を目的として、平成 16 年度から樹林内を明るくする樹林環境

整備（下草刈り、間伐、枝打ちなど）を地域ボランティアや NPO の協力により進

めている。その結果、特に里山の象徴的な草本であるカタクリは、整備前に比べ

開花率が約 2倍となり、春の入園者を楽しませている。

図 2.3 樹林環境整備によるカタクリの増加

←整備前の

状況

A 里山環境の保全と活用

図 2.2 里山ボランティアによる下草刈り

（H23.7）

地形の改変を抑えた園路

水生生物の生息環境を保全

する多自然川づくり

【植物】

コシノカンアオイ、オミナエシ、シライトソ

ウ など

【動物】

ギフチョウ、クロサンショウウウオ、ホトケ

ドジョウ、スナヤツメ など

図 2.1 里山に生息する貴重な動植物

▲コシノカンアオイ ▲ギフチョウ

▼ホトケドジョウ

整備後の状

況（カタク

リの個体数

が増加）→

←↑下草刈

りの状況

下草刈り後

の状況→
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図 2.4 公園にきたきっかけ（H22 年度春・秋計）

B-1. 広域レクリエーション需要への対応

国営越後丘陵公園は、広大な敷地内に木製遊具や水遊び遊具、多目的に利用で

きる芝生広場やトラック、花や緑を観賞する庭・探勝路などの整備に加え、年間

通じイベントを実施することで、多様な年代に対応したレクリエーション機能を

提供している。来園者の居住地をみると、

近年は県外からの入園者が増えており、

利用圏域は確実に広がってきている。

◇利用実態と利用満足度

来園者の性別を見ると女性が非

常に多く、全体のおよそ 7 割を占

めている。年齢別でみると、60

代が最も多く、次いで 50 代、30

代、40 代の順となり、60 歳以上

の割合は全体の約 4 割を占める。

女性及び高齢者の利用が多いこと

が特徴となっており、“花”を題

材とした施設が多くの女性や高齢

者に好評であることが要因と考え

られ、利用者の満足度は 95％を

超える。

非常に満

足
50%

まあまあ

満足
46%

やや不満
3%

非常に不

満
1%

公園には満足■利用満足度（H20～22 年度 春･夏･秋計）

（n=2,682）

60.1%

19.9%

16.7%

10.4%

9.4%

6.0%

5.6%

4.0%

3.1%

0.4%

8.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

花がきれいだから

イベントをしているから

景色がいいから

友人に誘われたから

広々しているから

一日中遊べるから

近くに来たから

子どもを安心して

遊ばせられるから

料金が安いから

バーベキューができるから

その他

B 多様なレクリエーション空間の提供

■来園者の性別と年齢（H22 年度 春･夏･秋計）

（n=1,251）

60 歳以上で
４割

■利用者の居住地の推移（各年度の春･秋計）

長岡市 その他中越地域 下越地域 上越地域 県外

31.7%

29.5%

24.6%

24.2%

18.5%

26.4%

34.0%

37.6%

25.4%

7.5%

5.4%

12.1%

2.6%

9.0%

11.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H14年度

(n=817)

H19年度

(n=687)

H22年度

(n=1,083)

木製遊具

越の池の水遊び遊具
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国営越後丘陵公園では、来園者が四季折々の花々を楽しむことができるイベン

トを開催している。特に平成 15 年に開園した「香りのばら園」は、花の香りをテ

ーマにした全国でも珍しい施設である。園内のおよそ 540 種の中には貴重な品種

も存在することから、開花期は多くの人で賑わっており県外からの来園者も多い。

第 4回目の新品種国際コンクールでは 7か国・計 63 件の応募があった。

◇公園利用者の再訪割合

来園者のおよそ 7 割がリピーターであり、その内 6 割は年に 1 回以上利用している。最

も割合が多いのは「年に数回」利用するという方であり、全体の 4 割以上を占めている。年

間パスポート利用者数は平成 22 年度で延べ 3,607 人となり、5 年前（平成 17 年度）の約

2.8 倍となっている。

日本, 25

アメリカ,
4

イギリ

ス, 8

中国, 7

デン

マーク, 4

ドイツ, 3

フランス,
12

国別応募者数

国数：７

応募総数：

63件

単位：件

0

100

200

300

400

500

600

700

800

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
発
券
数
（
枚
）

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
利
用
者
（
延
べ
人
）

年間パスポート発券数 年間パスポート利用者数

■年間パスポート発券数及び利用者数の推移■来園頻度（H22 年度 春･夏･秋計）

5 年間で
約 3倍

表 2.2 四季折々の花々を活かした大型イベント※平成 23 年度の場合

ほぼ毎日

0.2%

週に2～3

回

0.7%

週に1回
0.5%

月に2～3

回

1.6%

月に1回

4.0%

年に数回

41.5%

年に1回

12.1%

数年に1

回程度

11.5%

今回が初

めて

28.0%

（n=1,219）7 割強は
リピーター

表彰式

「香りのばらまつり」

参加国数・応募者数

第 4回 国際香りのばら新品

種コンクール（H22 年度）

イベント名 開催期間 主な内容

チューリップまつり 4/23(土)～5/8(日)
・オランダ民族衣装で記念撮影
・クラフト教室

香りのばらまつり 5/28(土)～6/19(日)
・ばら栽培講習会 ・クラフト教室
・第4回国際香りのバラ新品種コンクール表彰式 など

サマーナイトプレゼンツ 8/6(土)～8/16(日)
・イルミネーション ・ライトアップ音楽噴水 ・クラフト教室 ・
お化け屋敷

コスモスまつり 9/17(土)～10/16(日) ・クラフト教室 ・関連グッズ販売

香りのばらまつり・秋 10/1(土)～10/30(日)
・ばら栽培講習会 ・クラフト教室
・関連グッズ販売 など

ウィンターイルミネーション
12/3,4,10,11,16～
18,23～25

・光のシンボルツリー ・鏡のイルミネーション
・光のおもちゃ箱 ・ステージショー など

ホワイトシーズン 1/2(日)～2/26(日)
・北陸最大級ソリゲレンデ ・ウィンターフェスタ ・雪遊び広場
など

クリスマスローズフェスタ 2/18(土)～3/4(日) ・栽培教室・講習会 ・クラフト教室 ・花鉢等の販売

雪割草まつり 3/10(土)～4/8(日) ・屋内立体展示 ・講演会 ・クラフト教室

「コスモスまつり」

「チューリップまつり」
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B-2. 誰もが利用しやすいレクリエーション空間の提供

国営越後丘陵公園では、誰もが利

用しやすい公園空間づくりを目指し

ユニバーサルデザインを積極的に取

り入れている。段差をできるだけ少

なくする、スロープを緩やかにする

などの対応のほか、運営面において

も車イスやベビーカーなどの無料貸

し出しや障がい者手帳・療育手帳等

保有者の入園無料化も実施してい

る。また障がい者を対象としたイベ

ントも行っている。

開園以来、身体障がい者の入園者

数は着実に増加しており、今後もハ

ード整備やソフト面の拡充を図り、

誰もが利用しやすい空間の提供に努

める予定である。

非常に満

足

61%

まあまあ

満足

34%

やや不満
4%

非常に不

満
1%

高齢者・障がい者・乳幼児の利用への

配慮の良さには満足されましたか

■利用満足度（H22 年度 春･夏･秋計）

（n=876）

車イスでの乗車

が可能な園内シ

ャトルバス

車イス、ベビー

カーなどの無料

貸し出し

障がい者が参加して全国規模で行われる唯

一のディスクゴルフ大会。「緑の千畳敷」の

特設コースで実施。（主催：日本障害者ディス

クゴルフ協会、開催日：H23.7.17～18）

図 2.5 身体障がい者入園者数の推移（4～11 月）

＊入園者数の伸び

H11 年度 H22 年度

身障者 1.6 千人 5.2 千人

全 体 191 千人 457 千人2.4 倍

3.3 倍

段差がなくバリ

アフリー化され

た「香りのばら

園」

第 4回 障がい者ディスクゴルフ日本選手権
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C-1. 雪の活用

国営越後丘陵公園では、“雪国”に立地する特徴を活

かし、開園当初から冬季のレクリエーションイベントを

積極的に展開している。

健康ゾーンでは、スキーやスノーボード、そり遊びの

ゲレンデ、外周 1km のクロスカントリーコースなどのレ

クリエーション空間を提供している。

里山フィールドミュージアムでは、動物の足あとや冬

芽の観察を楽しむプログラムを実施し、冬季の里山なら

ではの体験の場を提供している。

C-2. 避寒型空間の整備

平成 15 年に開館した「花と緑の館」では、冬季のレ

クリエーションの場として、コンサートなどのイベン

トを開催しているほか、避寒・休憩施設としても利用

され、新たな賑わいを生み出している。

◇冬季利用実績

冬季は屋外のスノーレクリエーションが集客の主要素とな

るため、入園者数は積雪の程度に左右されることとなるが、平

成 19 年度は期間を通じて適度な積雪に恵まれ、開園以来最高

の入り込みを記録した。

26,206
28,705

36,381

29,320

38,606

45,396

48,377 47,369

22,949

72,118

51,421 62,311

67,311

88
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86
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31
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36

114
145

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

(180)

(140)

(100)

(60)

(20)

20

60

100

140

180

平成

10年度

平成

11年度

平成

12年度

平成

13年度

平成

14年度

平成

15年度

平成

16年度

平成

17年度

平成

18年度

平成

19年度

平成

20年度

平成

21年度

平成

22年度

入園者数 最深積雪値

（単位：cm）（単位：人）

冬の里山散歩

■経年の冬季（1～3月）入園者数と最深積雪

※最深積雪データ（地点:長岡）は気象庁ホームページより

雪遊び広場の様子

花と緑の館(写真中央)

ウィンターイルミネーション

C 雪の活用と冬季レクリエーション空間の提供
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D-1. 里山の自然を活かした教育プログラムの実施

里山フィールドミュージアム（野生ゾーン）では、里山の変化に富んだ自然との

ふれあいを通じ、地域固有の自然に対する理解を深める場として、各種観察会やガ

イドウォークなどの各種プログラムを実施している。また、水田などは環境教育の

場として小学校の総合学習に利用されている。

さらに、里山の暮らしに関わる伝統的な知識や技術を習熟する場として、里山案

内人やサポートスタッフの育成講座も開催している。

表 2.3 里山フィールドミュージアムにおける主な実施プログラム（平成 23 年度計画）

種別 内 訳

観察会

・春の里山（4月） ・野鳥（5 月）
・田んぼの生き物（6 月） ・昆虫（7 月）
・森の生き物（8 月） ・きのこ（10 月）
・木の実･草の実（10 月）

自然ガイド
・冬の里山散歩（2月）
・里山見どころ散歩（実施時期：4月～6 月、9月～11月）

農作業体験
・田植え（5 月） ・稲刈り（10 月）
・収穫祭（11月）

昔の暮らし

体験

・春の息吹を味わおう（5 月）
・ちまきづくり（7月） ・草木染め（8 月）
・秋の実りを味わおう（10 月）
・コンニャクづくり（1月）
・長岡ふるさと民話の語り（定期開催：毎月 第 4日曜日）

講 座
・里山案内人育成講座
・里山サポートスタッフ養成講座

田んぼの生きもの観察会

D 地域固有の自然や文化を学ぶ場の提供

里山案内人育成講座

図 2.6 里山を活用したプログラムの開催状況
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平成20年

2月

平成21年

1月

平成22年

1月

自然・環境保護に関する活動

社会福祉に関する活動

町内会などの地域活動

自分の職業を通して

※ 回答数の多かった

上位4項目を表示

※ 複数回答による比率

E-1. 地域と連携した運営管理

「自然･環境保護」に関する社会貢献活動への国民の参加意識が高まる中で、国

営越後丘陵公園では、公園の維持管理や運営を市民との協働で推進してきた。開

園当時からボランティア及びＮＰＯ法人などの団体の協力を得ながら、公園内の

樹木や草花の管理を行っている。本公園におけるボランティア等の活動は、平成

22 年度で年間延べ 1,900 人、供用開始から平成 22 年度までの 13 年間の累計では

約 21,000 人となっている。

公園ボランティア活動状況（のべ活動者数の推移）
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フラワーボランティア

里山づくりの会

累計

494

988

731779

625

2,703

2,832

1,883

1,731
1,844

2,220

2,211

1,874

図 2.7 国営越後丘陵公園ボランティア活動状況（のべ活動者数の推移）

◇社会への貢献内容（社会意識に関する世論調査 内閣府）

E 地域社会との連携
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なお、これらのボランティアや団体には「公園ガイド」として公園の運営面で

も活躍していただいており、里山の暮らしなど地域固有の伝統・文化の伝承者と

して貴重な人材となっている。

表 2.4 ボランティア・協力団体の概要

団体名称 活動の概要

里山ボランティア

里山づくりの会

国営越後丘陵公園で、里山の保全活動を通して、自

然を楽しみ、学ぶ。

フラワーボランティア

公園で楽しむガーデニング

国営越後丘陵公園内において、花がら摘み・除草・

植栽・ハンギングバスケットやプランターの植え込

み・ラベンダーの刈り取りなどを実施。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ばらボランティア

ばらボラ・ＥＣＨＩＧＯ

ばら園の管理育成にかかわりながら、ばら栽培の技

術を習得。

ばら園の見どころの案内や、ばらに関する情報提供

等のガイドを実施。

ＮＰＯ法人

越の里山倶楽部

里山の自然環境保全や、人と里山の持続可能な地域

社会づくりに寄与する。

国営越後丘陵公園では各種プログラムの実施や里山

景観の保全作業を実施。協
力
団
体

国際雪割草協会

新潟県を中心に日本海側に分布する雪割草（オオミ

スミソウ）自生地の保護と雪割草の園芸文化の向上・

発展を願って設立。

国営越後丘陵公園では雪割草の植栽や「雪割草まつ

り」への協力を行っている。

※ 平成 23 年度 4 月 現在

里山ボランティア フラワーボランティア ばらボランティア

里山ガイドによる各種プログラムの実施 協力団体による雪割草の植栽
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E-2. 地域活性化の取り組み支援

国営越後丘陵公園が、地域の伝統文化への理解と愛着を高める場となるよう、

様々な情報発信に取り組んでいる。その一つとして、「地産地消」や「食の安全」

への関心が高まるなか、平成 19 年度から地元ＪＡと連携して『長岡野菜』の販売

（レストランでの食材使用を含む）を開始し好評を博している。また、マスコミ

（ラジオ、テレビ、新聞等）に対して、これらの取り組みの積極的な情報提供を

行っており、各種イベントの周知や本公園の知名度向上を図っている。

このほか、スタンプラリーの実施や、自治体・各種団体等の主催するイベント

を園内で開催するなど、周辺団体・施設との連携･交流を通じ、地域一体となった

ブランド力や集客力の向上に取り組んでいる。

表 2.5 連携イベントの実績（平成 22 年度）

好評を博す長岡野菜の PR 販売 食材に長岡野菜（長岡なす）を使ったパスタ

雪割草まつり期間中の講演会

イベント
実施期間

協力組織、団体、施設等 連携イベント名称 参加人数※

H22.4.17
～6.13

見附市 フラワースタンプラリー 453

H22.4.29
～5.30

長岡西部マップの会構成施設
長岡西部丘陵ワンダーランド
フォトコンテスト 入選作品展

(92,244)

H22.5.23
(社)長岡観光コンベンション協会、
アクアーレ長岡、新潟県立歴史博
物館 他 協賛

42.195kmリレーマラソン
国営越後丘陵公園大会

1,285

H22.9.22
～10.11

新潟県
北朝鮮による拉致問題を考える
巡回パネル展

(35,414)

H22.8.28 キョードー北陸 音楽と髭達2010 19,714

H22.10.17 長岡青悠会他 ふるさとの秋 伝統芸能まつり (13,625)

H22.10.24 新潟アルビレックス
新潟アルビレックスのファビーニョ
コーチとサッカーしよう！！
～初心者向けサッカー教室～

91

H23.1.8
～2.13

長岡市
長岡市景観写真コンクール
過去の受賞作品紹介

(35,247)

H23.1.23
～2.6

長岡スキー協会 アルペンスキー教室 65

H23.2.19
～3.6

Niigata Chrismas Rose Story クリスマスローズフェスタ (19,749)

H23.3.1
～4.10

えちご雪割草街道連絡会 えちご雪割草街道スタンプラリー 1,703

H23.3.12
～4.10

国際雪割草協会
越後長岡雪割草の会

雪割草まつり (10,178)

※（ ）は期間中入園者数
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E-3. 広域防災活動の支援

平成 16 年 10 月 23 日に発生した新潟県中越地震では、国営越後丘陵公園も少な

からぬ被害を受けたが、一方で様々な支援活動の場として有効活用された。新潟

県はこの実績を踏まえ、「新潟県地域防災計画[資料編]」(H20 年度修正）におい

て、本公園を『後方支援拠点候補地（案）』として位置づけている。

新潟県中越地震の発生当初、より被災地に近くて広いスペースを持つ本公園の

駐車場等施設を陸上自衛隊の活動拠点として提供した。平成 16 年 11 月 11 日から

12 月 19 日までのおよそ 40 日間、救援物資の集配拠点となったほか、炊事（約 45

万食）や入浴（約 3,000 人）、給水（約 2,000 ㎥）などの活動支援が行われた。 

また、平成 19 年 7 月 16 日に発生した新潟県中越沖地震では、陸上自衛隊高田

駐屯地からの要請を受け、無線中継基地の設置に応じている。

図 2.8 自衛隊施設配置図

自衛隊宿営全景（越後丘陵公園駐車場）

救援物資の集配 展望台に設置された無線中継基地（中越沖地震）
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◇全村避難した山古志村への支援

新潟県中越地震の被災により、山古志村（現在長岡市に合併）は全村避難を余儀なくされ、

本公園隣接地に山古志地区の仮設住宅が計 630 戸設置された。

仮設住宅への入居は平成 16 年 12 月 10 日（発災からおよそ 50 日後）より開始された

が、平成 19 年 12 月 31 日の全員退去までの 3 年余りの間、本公園の臨時駐車場を仮設住

宅入居者の駐車場として提供したほか、様々な支援活動や帰村式等の行事の会場として本公

園内施設を提供している。

■山古志地区仮設住宅配置図

公園臨時駐車場に設置された災害ボランティア

センター（上）と駐車場利用状況（下）

支援活動（左:琉球舞踊公演、右：有名ホテル･レストランのシェフによる料理ボランティア）

山古志中学校卒業式 山古志帰村式

国営越後丘陵公園
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(1) 費用対効果分析の手法

国営越後丘陵公園事業の費用対効果については、「改訂第２版 大規模公園費用

対効果分析手法マニュアル（国土交通省都市・地域整備局公園緑地課：平成 19 年 6

月）」（以下「マニュアル」）に基づき、費用便益比をもって計測する。

都市公園のような非市場財の整備によって発生する経済的価値は、下表のとおり

利用価値、非利用価値に大別される。マニュアルでは、利用価値のうち直接利用価

値及び間接利用価値の一部を計測対象としている。

■公園整備によって生じる価値の体系

■費用便益比計測の概要

３．費用対効果分析

費用 ＝ 事業費＋維持管理費便益 ＝ 直接利用価値＋間接利用価値

【事業費】

施設整備費、用地費の総計

【維持管理費】

公園供用後 50 年間の維持管理費

【直接利用価値（旅行費用法）】

実際の旅行費用以上に支払ってでも

公園を利用したいとする価値

【間接利用価値（効用関数法）】

公園が存在することによる

環境・景観、防災面の価値

社会的割引率 4％を考慮社会的割引率 4％を考慮

費用対効果（Ｂ／Ｃ）＝（便益）／（費用）

費用（Cost）の算定便益（Benefit）の算定

意味 機能

オプション価値

存在価値

遺贈価値

※ 便益の計測対象

公園が存在することを認識すること自体に喜びを見出す価値

将来世代に残す（将来世代の利用を担保する）ことによって生じる価値

火災延焼防止・遅延

防風・防潮機能

災害時の避難地確保

災害時の救援活動の場の確保

復旧・復興の拠点の確保

現在は利用しないが、将来の利用を担保することによって生じる価値

季節感を享受できる景観の提供

都市形態規制

洪水調整

地下水涵養

災害応急対策施設の確保（貯水槽、トイレ等）

強固な地盤の提供

動植物の生息・生育環境の保存

ヒートアイランド現象の緩和

気候緩和

二酸化炭素の吸収

騒音軽減

森林の管理・保全、荒廃の防止

価値の種類（例）

健康促進

心理的な潤いの提供

レクリエーションの場の提供

文化的活動の基礎

教育の場の提供

緑地の保存

直接的に公園

を利用するこ

とによって生じ

る価値

健康・レクリ

エーション空

間の提供

間接的に公園

を利用するこ

とによって生じ

る価値

都市環境維

持・改善

都市景観

都市防災

価値分類

利用価値

非利用価値

直接利用価値

間接利用価値
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(2) 直接利用価値の計測（旅行費用法）

【利用圏域、ゾーン及び競合公園の設定】
ア）利用圏域
・マニュアルに従い、半径 100km 圏域（佐渡島を除く）を基本に設定。

イ）ゾーン
・利用圏域内の市区町村行政区域を 1単位とする。

＜ゾーン数 67＞
ウ）競合公園
・各ゾーンから 40km 以内の、概ね 10ha 以上の公園。

＜競合公園数 103＞

【直接利用価値（消費者余剰）の算出】

公園の直接利用価値は、「公園利用者は、公園までの移動費用をかけてまでも公

園を利用する価値があると認めている」ということを前提とし、公園までの旅行費

用に着目して公園整備の価値を貨幣価値化。

直接利用

価値 ＝Σ

旅行費用 ＝ 移動費用 ＋ 移動時間価値 ＋ 入園料など

対象公園への最大限支払

っても良いと考える

旅行費用

対象公園への実際の

旅行費用－

＝ 消費者余剰
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需要関数より実際の旅行費用を除いた消費者余剰を求め、便益とする。

●国営越後丘陵公園の誘致圏（100km）において、市町村を単位とするゾーンごと（67）に、それぞれ年齢区分別（5

区分）に需要関数を推計。

需要関数の数＝６７×５＝３３５

●需要関数は次の項目などを反映

① 公園の整備内容（自然、施設、文化活動）

② 旅行費用

③ 周辺公園との競合状況（利用選択率）

④ ゾーンの人口、人口密度

＊考え方

消費者余剰は、最大限支払ってもよいと考える“支払い意思額”と“実際の支払額”との差額であり、消費者が得る便

益を表すものとされている。

国営越後丘陵公園のすべての利用者に対して「この公園が完全に整備された場合にいくらまで支払ってもよいか？」と、

各人の認識する“お得感”（消費者余剰）をアンケート調査できれば、直接利用価値を把握することが可能。

しかし、すべての利用者に調査を行うことは現実的に困難であり、また対象公園が整備された状態を正しく想定するこ

とも困難である。

そこで、「大規模公園費用対効果分析手法マニュアル」では、全国を対象とした「大規模公園利用実態アンケート」に

よるデータに基づき、統計的に対象公園の旅行費用を変化させた場合の推計利用者数が算出できるような関係式（つまり、

旅行費用を変数として含む需要関数）が示されており、市町村を単位とするゾーンごとに「実際の旅行費用」と「上限の

旅行費用（誘致圏内の最大の旅行費用。本検討では日光市）との差分により、消費者余剰分の需要量（推計利用者数）を

算出する。各ゾーンの消費者余剰分の「旅行費用」×「推計利用者数」を合算し便益額を算出している。

需要

旅行費用

(実際の費用)

需要曲線

X1
(実際の需要）

（上限）

Y1 P1

（回／年）

Yu

消費者余剰

＝ 便益
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(3) 間接利用価値の計測（効用関数法）

【利用圏域、ゾーン及び競合公園の設定】
ア）計測対象圏域
・マニュアルに従い、経路長 40km 圏域。

イ）ゾーン
・利用圏域内の市区町村行政区域を 1単位とする。

＜ゾーン数 7＞
ウ）競合公園
・各ゾーンから経路長 40km 以内の、概ね 10ha 以上の公園。

＜競合公園数 35＞

【間接利用価値の算出】

公園の間接利用価値は、

① 「環境の維持・改善、景観の向上に役立つ価値」（以下、「環境･景観面」）

② 「防災に役立つ価値」（以下、「防災面」）

を計測対象としている。

公園が存在することにより確保される上記の効用についての「満足度」を、支払

い意思額として貨幣価値化。

間接利用

価値 ＝Σ
対象公園が有る場合の

「環境･景観面」「防災面」

に関する支払い意思額
－

対象公園が無い場合の

「環境･景観面」「防災面」

に関する支払い意思額
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国営越後丘陵公園の価値範囲(経路長 40km)において、市町村を単位とするゾーン(7 ゾーン)ご

とに、世帯あたりの公園の「環境・景観」「防災」の効用（便益額）を算出

●便益額の算定にあたり、次の項目を反映

① 公園の整備内容

・緑地面積（環境・景観）

・広場面積、防災拠点機能の有無（防災）

② ゾーンから各公園の距離

●国営越後丘陵公園が「有る場合」と「無い場合」の効用を算出し、「有る場合」と「無い場

合」の効用の差を、国営越後丘陵公園への世帯の支払い意思額とする。

●支払い意思額を統計的係数により貨幣価値に換算し、その総和を支払い意思額として算出。

支払い意思額：８００円

・環境面：３００円

・防災面：５００円

支払い意思額：１，３００円

・環境面：５００円

・防災面：８００円

整備ありの場合と整備なしの場合の

差額５００円を間接利用価値とする

＊考え方

国営越後丘陵公園の周辺 40km 圏内に在住するすべての者に対して「この公園が完全に整備された場合に、既存の公

園及び、この公園があなたの居住地近くにあることにより感じられる環境・景観・防災面での満足度は、いくらに相当す

るか？」「仮にこの公園がなかった場合に、既存の公園があなたの居住地の近くにあることにより感じられる環境・景観・

防災面での満足度は、いくらに相当するか？」と、各人の認識する“満足度”をアンケート調査できれば、間接利用価値

を把握することが可能。

（注：既存公園との競合状況如何により、対象公園がもたらす“満足度”が異なるはずなので、上記のように、「対象公

園が有る場合の総支払い意思額」と「対象公園が無い場合の総支払い意思額」を把握して、その差分を対象公園がもたら

す“満足度”としている。）

しかし、公園周辺のすべての居住者に調査を行うことは現実的に困難であり、また対象公園が整備された状態、並びに

整備されなかった状態を正しく想定することも困難である。

そこで、「大規模公園費用対効果分析手法マニュアル」では、全国を対象とした「アンケート」によるデータに基づき、

統計的に対象公園の緑地面積、広場面積及び防災拠点機能の有無により、半径 40km 以内の世帯当たりの支払い意思額が

算出できるような関係式を示している。
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(4) 費用の計測

費用（Cost）は、公園整備に要する事業費（施設整備費、用地費）と公園供用後

50 年間の維持管理費の総和で求めた。
（単位：百万円）

～H23(2011)年
H24(2012)

～H34(2022)年
計

施設整備費 32,624 9,479 42,103

用地費 14,861 36 14,897

事業費

小 計 47,485 9,515 57,000

機会費用 無償の用地費 7,889 0 7,889

維持管理費 H10(1998)～H60(2048)年 29,829

費用合計 94,718

(5) 現在価値化の計算

これまでに算出した便益および費用について、算出実施年度を基準年（平成 23

年度）とした現在価値（割引率４％）に割り戻す。

(6) 費用対効果分析結果

■費用便益分析結果一覧

便益額合計（B） 299,833 百万円

費用合計（C） 114,116 百万円

費用便益比（B/C） ２．６

費用（Cost）の算定

【事業費】

94,311 百万円

【維持管理費】

19,805 百万円

費用対効果（Ｂ／Ｃ）＝ 299,833 百万円／144,116 百万円 ＝ 2.6

便益（Benefit）の算定

【直接利用価値】

263,976 百万円

【間接利用価値】

環境・景観面 20,253 百万円

防災面 15,604 百万円

【費用 計】

114,116 百万円

【便益 計】

299,833 百万円
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国営越後丘陵公園では、整備における工事費の縮減、維持管理における植物性廃

棄物の減量化やリサイクル、ボランティアの協力などによる維持管理費の縮減を図

っている。

今後、全体供用に向けて、維持管理が必要な里山の樹林地が拡大していくため、

より一層「市民参画」を促すことに取り組んでいきたい。

また、今後整備される文化ゾーンに関しては、整備計画の見直しを含め、更なる

コスト縮減に取り組んでいく。

■コスト縮減の実績（H22 年度まで）

●新技術の採用により地盤改良事業の工事費を縮減

里山自然館整備の地盤改良地業において、地質などの詳細

条件を把握し、現地の条件下において在来工法より安価で

効率的な施工が可能な新技術を採用して工事費を縮減。

●間伐材を舗装材にリサイクルして維持管理費を縮減

維持管理などの現場発生材である間伐

材を、現地で破砕してウッドチップ化

し、歩行者園路の舗装材としてリサイ

クルを実施。間伐材の処分費用を縮減。

●ボランティアの協力により維持管理費を縮減

３つのボランティア団

体により、ばら･草花の

水やり･剪定･除草や、

樹林地の除草･植物保

全･倒木処理等の植物

管理を実施。

ボランティアの協力に

より維持管理費を縮

減。

４．コスト縮減の取り組み

【在来工法】

CDM、羽根付き鋼管杭

による回転圧入

約 5,500 万円

約 1,900 万円

35％コスト縮減
【新技術】

ｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ改良柱体に

よる柱状地盤改良

約 3,600 万円
里山自然館（完成イメージ）

現場で発生した間伐材 破砕機でチップ化 園路等に敷均･転圧 ウッドチップ舗装

【間伐材処分費】

約 1,000 万円

約 800 万円

80％コスト縮減 【リサイクル経費】

約 200 万円

ボランティアによるばら剪定作業

【ボランティア活動実績の通常施工換算】

・1.51 万円/人日（造園工）

・1,874 人（H22 実績）×0.25 日（1 日 2ｈ作業）

≒469 人日

約 700万円/年

コスト縮減

ボランティアによる除草作業
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(1) 事業の必要性等の視点

＊里山環境の保全・活用、多様な健康・レクリエーション空間の提供、雪の活

用、自然を活かした教育プログラムの実施、地域社会との連携、広域防災へ

の貢献など、整備効果は多岐にわたっている。

＊近年、多様化する国民ニーズに対応した施設として利用者の満足度は高い。

＊費用便益比（Ｂ／Ｃ）は 2.6 で、費用対効果は十分見込まれる。

(2) 事業の進捗の見込みの視点

＊計画全体面積 400ha のうち 154ha を供用済（事業費ベースで 81.7％）で、用

地取得は 99.3％完了。3つのゾーンのうち、健康ゾーンは H15 年度に概成。

野生ゾーンは H19～21 年度に一部開園し、着実に事業は進捗している。

＊野生ゾーンの平成 24 年度の概成を目指しており、未供用の文化ゾーンの整

備を進め公園全体の概成を平成 30 年代前半と見込んでいる。

(3) コスト縮減や代替案立案の可能性の視点

＊文化ゾーンの整備計画見直し、植物性廃棄物の減量化･リサイクルやボラン

ティアの協力等によりコスト縮減に努めており、文化ゾーンの整備実施段階

においては更なるコスト縮減に努力する。

＊北陸地方における多様な魅力を有する大規模公園として、地元自治体が所管

する事業と役割を分担しながら整備を進めており、他の都市公園等による代

替機能の確保は困難である。

(４) 今後の対応方針（原案）

対応方針（原案） 事業継続

（理由）

・越後の里山の自然･風土･文化を踏まえ、利用者が快適に楽しむことのできる

施設や参加･体験型イベントプログラムを提供し、広域レクリエーション施

設として年間 45 万人の来園者を集めている。

・公園の基本方針に沿った整備･運営が効果を挙げており、利用者の満足度は

高い。今後の里山の保全･活用によって、国民のニーズに応じた幅広い利用

が見込まれ、各ゾーンが一体化することで公園の利便性は更に高まる。

・事業に深刻な影響を与える社会情勢等の変化はなく、公園へのアクセス向上

や周辺観光施設等の整備が進むことで、広域的な利用と集客力の向上が一層

期待できる。

・新潟県や長岡市など地元自治体からは一層の事業推進が期待されている。

・事業の費用対便益（Ｂ／Ｃ）は、全体事業で 2.6 である。

５．対応方針（原案）
















































